
11
月
５
日
に
市
の
施
設
で
あ
る

佐
織
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
愛

西
市
の
市
民
（
飯
岡
綾
乃
さ
ん
）

が
、
急
逝
（
き
ゅ
う
せ
い
）
さ
れ
る

と
い
う
悲
し
く
重
大
な
医
療
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
河
合
か
っ
ぺ

い
議
員
は
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

市
が
率
先
し
て
、
原
因
究
明
や
、

危
機
管
理
体
制
は
、
適
切
で
あ
っ

た
の
か
を
検
証
す
る
質
問
を
し
ま

し
た
。

11
月
５
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で
の

一
カ
月
間
は
遺
族
へ
対
応
な
し

河
合
議
員
は
、
な
ぜ
１
カ
月
も

対
応
が
遅
く
な
っ
た
の
か
を
確
認

し
ま
し
た
。

健
康
子
ど
も
部
長
は
「
会
場
の

安
全
、
接
種
体
制
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
た
。
医
療
事
故
調
査
の
準

備
を
し
て
い
た
」
と
答
弁
。

遺
族
よ
り
も
市
の
事
業
を
優
先

し
、
遺
族
に
寄
り
添
う
対
応
は
あ

と
ま
わ
し
で
し
た
。

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

市
の
最
高
責
任
者
が
、
陣
頭
指
揮

を
と
る
こ
と
が
必
要
だ

市
民
の
命
を
守
り
、
市
民
が
安

心
し
て
接
種
で
き
る
状
況
に
す
る

た
め
に
、
早
期
に
市
の
最
高
責
任

者
が
、
陣
頭
指
揮
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

河
合
議
員
が
、
市
長
の
行
動
や

考
え
を
確
認
す
る
と
、
市
長
は
、

「
重
大
な
案
件
で
自
身
も
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
情
報
の
収
集
や

内
部
で
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

市
の
対
応
し
て
き
た
件
に
つ
い

て
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

医
療
事
故
調
査
委
員
会
の
検
証
結

果
も
真
摯
に
受
け
止
め
て
行
動
し

て
い
く
」
と
答
弁
。

重
大
と
受
け
止
め
る
な
ら
陣
頭

指
揮
を
と
る
べ
き
で
す
。

（
河
合
議
員
）

市
長
は

弔
問
す
る
考
え
は
な
い
の
か

医
療
事
故
調
査
は
法
律
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
は
、
遺
族

へ
の
説
明
に
立
ち
会
う
の
か
。
人

と
し
て
遺
族
も
望
ん
で
い
る
弔
問

を
す
る
の
か
５
回
に
わ
た
っ
て
質

問
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は

「
今
後
自
分
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
弔
問

す
る
と
は
表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
市
長
は
12
月
７
日
の
一
般
質
問

の
終
了
後
、
遺
族
へ
の
弔
問
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
が
中
日
新
聞
で
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
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日本共産党
愛西市委員会

コロナから市民のいのちを守る

市の責任ある危機管理体制を

「愛 西 市 医 療 事 故 調 査 委 員 会 」

集団接種の救命救急体制に問題

１月27日、第２回医療事故

調査委員会が開かれました。

長尾委員長は、会議後の記

者会見で、当時、接種会場に

いた医師や看護師ら７人にヒ

アリングしたことを明かし「接種会場は救命救急と

いう緊急性を想定した設営とはなっていなかったと

言われても仕方ない」と指摘しました。

河合かっぺい議員は、12月議会の一般質問で、市

の集団接種体制について、

①マニュアル通りにできていたのか。②当日のリー

ダーの確認や救護カーゴ（救急用品）の確認はした

のか。③ストレッチャーの使用ができないエレベー

ターのある２階の会場の設営に問題はなかったのか。

の３点を質問。接種体制に問題があったと質しまし

た。しかし、市は、問題があったとは認めませんで

した。市は、医療事故調査委員会の検討状況から、

接種体制が不適切であったことを認め、事故を繰り

返さない体制を早急に構築し、市民の安心安全を確

保していくことが求められます。

河合克平議員

議
会
を
傍
聴
し
て

心
の
こ
も
っ
た
河
合
議
員
の

質
問
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、
傍
聴

席
に
お
ら
れ
た
ご
遺
族
（
飯
岡

英
治
さ
ん
）
が
「
市
長
は
な
ぜ

線
香
一
本
上
げ
に
こ
れ
な
い
ん

で
す
か
」
と
叫
ば
れ
、
こ
の
日

の
夕
方
、
日
永
市
長
は
さ
れ
た
。

遺
族
に
寄
り
添
っ
た
河
合
議

員
の
追
求
が
一
歩
前
進
さ
せ
た

と
、
傍
聴
を
目
の
当
た
り
に
し

て
思
い
ま
し
た
。

（
傍
聴
者
）

愛
西
市
12
月
定
例
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
学
校
統
廃
合
な

ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
や
観
光
案
内
所
の
設
置
、
旧
立
田
社
会
福
祉
会
館
の
廃
止
、
個
人

情
報
保
護
の
条
例
等
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
が
管
理
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で

急
逝
（
き
ゅ
う
せ
い
）
さ
れ
た
重
大
事
案
の
危
機
管
理
は
適
切
だ
っ
た
の
か

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

大
軍
拡
、
大
増
税
に

反
対
す
る
請
願
署
名

岸
田
政
権
が
す
す
め
る
、
平

和
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を
壊
し
、

国
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
大

軍
拡
、
大
増
税
は
や
め
て
。

大

軍
拡
な
ど
を
決
定
し
た
「
安
保

関
連
３
文
書
」
改
定
を
撤
回
し

て
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

11
月
５
日
に
市
の
施
設
で
あ
る

佐
織
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
愛

西
市
の
市
民
（
飯
岡
綾
乃
さ
ん
）

が
、
急
逝
（
き
ゅ
う
せ
い
）
さ
れ
る

と
い
う
悲
し
く
重
大
な
医
療
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
河
合
か
っ
ぺ

い
議
員
は
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

市
が
率
先
し
て
、
原
因
究
明
や
、

危
機
管
理
体
制
は
、
適
切
で
あ
っ

た
の
か
を
検
証
す
る
質
問
を
し
ま

し
た
。

11
月
５
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で
の

一
カ
月
間
は
遺
族
へ
対
応
な
し

河
合
議
員
は
、
な
ぜ
１
カ
月
も

対
応
が
遅
く
な
っ
た
の
か
を
確
認

し
ま
し
た
。

健
康
子
ど
も
部
長
は
「
会
場
の

安
全
、
接
種
体
制
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
た
。
医
療
事
故
調
査
の
準

備
を
し
て
い
た
」
と
答
弁
。

遺
族
よ
り
も
市
の
事
業
を
優
先

し
、
遺
族
に
寄
り
添
う
対
応
は
あ

と
ま
わ
し
で
し
た
。

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

市
の
最
高
責
任
者
が
、
陣
頭
指
揮

を
と
る
こ
と
が
必
要
だ

市
民
の
命
を
守
り
、
市
民
が
安

心
し
て
接
種
で
き
る
状
況
に
す
る

た
め
に
、
早
期
に
市
の
最
高
責
任

者
が
、
陣
頭
指
揮
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

河
合
議
員
が
、
市
長
の
行
動
や

考
え
を
確
認
す
る
と
、
市
長
は
、

「
重
大
な
案
件
で
自
身
も
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
情
報
の
収
集
や

内
部
で
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

市
の
対
応
し
て
き
た
件
に
つ
い

て
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

医
療
事
故
調
査
委
員
会
の
検
証
結

果
も
真
摯
に
受
け
止
め
て
行
動
し

て
い
く
」
と
答
弁
。

重
大
と
受
け
止
め
る
な
ら
陣
頭

指
揮
を
と
る
べ
き
で
す
。

（
河
合
議
員
）

市
長
は

弔
問
す
る
考
え
は
な
い
の
か

医
療
事
故
調
査
は
法
律
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
は
、
遺
族

へ
の
説
明
に
立
ち
会
う
の
か
。
人

と
し
て
遺
族
も
望
ん
で
い
る
弔
問

を
す
る
の
か
５
回
に
わ
た
っ
て
質

問
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は

「
今
後
自
分
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
弔
問

す
る
と
は
表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
市
長
は
12
月
７
日
の
一
般
質
問

の
終
了
後
、
遺
族
へ
の
弔
問
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
が
中
日
新
聞
で
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
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日本共産党
愛西市委員会

コロナから市民のいのちを守る

市の責任ある危機管理体制を

「愛 西 市 医 療 事 故 調 査 委 員 会 」

集団接種の救命救急体制に問題

１月27日、第２回医療事故

調査委員会が開かれました。

長尾委員長は、会議後の記

者会見で、当時、接種会場に

いた医師や看護師ら７人にヒ

アリングしたことを明かし「接種会場は救命救急と

いう緊急性を想定した設営とはなっていなかったと

言われても仕方ない」と指摘しました。

河合かっぺい議員は、12月議会の一般質問で、市

の集団接種体制について、

①マニュアル通りにできていたのか。②当日のリー

ダーの確認や救護カーゴ（救急用品）の確認はした

のか。③ストレッチャーの使用ができないエレベー

ターのある２階の会場の設営に問題はなかったのか。

の３点を質問。接種体制に問題があったと質しまし

た。しかし、市は、問題があったとは認めませんで

した。市は、医療事故調査委員会の検討状況から、

接種体制が不適切であったことを認め、事故を繰り

返さない体制を早急に構築し、市民の安心安全を確

保していくことが求められます。

河合克平議員

議
会
を
傍
聴
し
て

心
の
こ
も
っ
た
河
合
議
員
の

質
問
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、
傍
聴

席
に
お
ら
れ
た
ご
遺
族
（
飯
岡

英
治
さ
ん
）
が
「
市
長
は
な
ぜ

線
香
一
本
上
げ
に
こ
れ
な
い
ん

で
す
か
」
と
叫
ば
れ
、
こ
の
日

の
夕
方
、
日
永
市
長
は
さ
れ
た
。

遺
族
に
寄
り
添
っ
た
河
合
議

員
の
追
求
が
一
歩
前
進
さ
せ
た

と
、
傍
聴
を
目
の
当
た
り
に
し

て
思
い
ま
し
た
。

（
傍
聴
者
）

愛
西
市
12
月
定
例
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
学
校
統
廃
合
な

ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
や
観
光
案
内
所
の
設
置
、
旧
立
田
社
会
福
祉
会
館
の
廃
止
、
個
人

情
報
保
護
の
条
例
等
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
が
管
理
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で

急
逝
（
き
ゅ
う
せ
い
）
さ
れ
た
重
大
事
案
の
危
機
管
理
は
適
切
だ
っ
た
の
か

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

大
軍
拡
、
大
増
税
に

反
対
す
る
請
願
署
名

岸
田
政
権
が
す
す
め
る
、
平

和
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を
壊
し
、

国
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
大

軍
拡
、
大
増
税
は
や
め
て
。

大

軍
拡
な
ど
を
決
定
し
た
「
安
保

関
連
３
文
書
」
改
定
を
撤
回
し

て
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い



ま
の
和
久
議
員
は
、
小
中
学
校

適
正
規
模
等
及
び
老
朽
化
対
策
地

区
討
協
議
会
に
つ
い
て
市
の
対
応

を
質
し
ま
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

子
ど
も
が
減
れ
ば
統
廃
合
で
な
く

少
人
数
で
も
学
校
を
守
り
教
育
す

る
道
を

ま
の
和
久
議
員
は
、
子
ど
も
が

減
れ
ば
統
廃
合
す
る
と
い
う
考
え

の
究
極
が
市
内
中
学
２
校
だ
と
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、

小
規
模
や
少
人
数
で
も
学
校
を
守
っ

て
し
っ
か
り
と
教
育
で
き
る
方
向

が
必
要
だ
と
教
育
委
員
会
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
「
小
規
模
中
学

校
は
教
科
担
任
の
確
保
が
困
難
と

な
る
。
ま
た
、
特
に
小
規
模
中
学

校
で
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
課
題

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
小
規
模
校
を
問
題
視
し
、
統
廃

合
を
進
め
る
答
弁
で
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

統
廃
合
問
題
は
市
民
に
知
ら
れ

て
い
な
い
。
説
明
会
の
実
施
を

ま
の
議
員
は
、
事
後
的
に
説
明

会
を
行
う
や
り
方
で
は
、
結
論
の

押
し
つ
け
だ
。
素
案
の
段
階
で
し
っ

か
り
と
市
民
に
知
ら
せ
て
考
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
説
明
会
の

実
施
を
求
め
し
た
。

教
育
部
長
は
「
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

や
広
報
で
知
ら
せ
て
い
る
」
と
や

る
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
立
田
・
八
開
の
地
区
協
議
会
で

は
、
「
保
護
者
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
」
と
２
月
に
説
明
会
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
も
認
め
る

小
規
模
校
存
続
の
検
討
を

平
成
27
年
に
文
部
科
学
省
が
出

し
た
「
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す

る
手
引
」
に
小
規
模
校
を
存
続
す

る
場
合
の
教
育
の
充
実
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
校
を
守

り
な
が
ら
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
改
善

令
和
６
年
４
月
か
ら

ま
の
議
員
は
、
行
き
先
を
限
定

し
な
い
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制

度
の
見
直
し
の
実
施
時
期
を
質
問
。

保
険
福
祉
部
長
は
、
「
令
和
６

年
４
月
か
ら
改
正
の
方
向
で
進
め

て
い
る
」
と
時
期
を
明
ら
か
に
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

福
祉
タ
ク
シ
ー

妊
産
婦
も
利
用
可
能
に
せ
よ

津
島
市
の
よ
う
に
妊
産
婦
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
必
要
だ
と
は
思
う

が
、
全
体
的
な
検
討
の
中
で
進
め

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

巡
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ス

佐
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所
ー
海
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病
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を

総
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部
長
は
、
佐
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支
所
ー
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島
市
民
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院
ー
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市
役
所
ー
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南
病
院
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ー
ト
な
ど
の
検
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は
、

巡
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バ
ス
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行
委
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会
で
検
討
さ
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る
と
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し
ま
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。
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金
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８
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万
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４
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７
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を
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□
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化
の
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を
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。

□
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さ
と
応
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を
２
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３
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し
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を
予
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。

□
高
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者
イ
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ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
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に
。
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万
円
。

□
佐
屋
中
学
校
体
育
館
を
車
い
す

使
用
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
５

０
４
万
円
で
改
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。
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す
べ
て
の
公
設
児
童
館
で
実
施

４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
公
設

児
童
館
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
時
間
を
希
望
す
る
児

童
に
対
し
て
、
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団
は
、

毎
年
予
算
要
望
で
、
利
用
時
間

延
長
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

利
用
料
は
月
額
２
０
０
０
円

利
用
料
は
、

月
額
２
千
円
で

す
。
夏
季
休
業

等
で
は
料
金
が

異
な
り
ま
す
。

月
に
１
回
の
利
用
で
も
、
２

千
円
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
時
間

来
年
度
か
ら
午
後
７
時
ま
で
延
長

中
学
校
を
２
校
に
す
る
計
画
は
撤
回
を

愛
西
市
立
小
中
学
校
適
正
規

模
等
並
び
に
老
朽
化
対
策
地
区

検
討
協
議
会
【
立
田
地
区
】
第

４
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
立

田
地
区
の
小
学
校
の
保
護
者
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

回
答
世
帯
数

【
立
田
北
部
小
学
校
】

71
世
帯
（
回
答
率
69
％
）

【
立
田
南
部
小
学
校
】

45
世
帯
（
回
答
率
43
％
）

【
立
田
中
と
佐
屋
中
が
統
合
し
、

佐
屋
中
に
通
う
こ
と
に
つ
い
て
】

〈
立
田
北
部
小
学
校
〉

賛
成
６
％
、
や
や
賛
成
13
％

反
対
45
％
、
や
や
反
対
24
％

〈
立
田
南
部
小
学
校
〉

賛
成
９
％
、
や
や
賛
成
13
％

反
対
36
％
、
や
や
反
対
22
％

○
「
通
学
距
離
が
遠
く
な
り
安

全
上
問
題
だ
」
が
、
立
北
小
で

９
割
、
立
南
小
で
約
６
割
で
す
。

佐
屋
中
と
の
統
合
に
反
対
・
や
や
反
対

立
北
小
は
約
７
割

、
立
南
小
は
約
６
割

まの和久議員

１
月
31
日
の
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
並
び
に
老
朽
化
対

策
八
開
地
区
検
討
協
議
会
で
は
、

未
就
学
児
や
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
八
開
中
を
佐
織
西
中
に
統
合

す
る
こ
と
に
つ
い
て
】

・
理
解
で
き
る
し
賛
成

２
１
．
７
％

・
理
解
で
き
な
い
が
賛
成

１
３
．
０
％

・
わ
か
ら
な
い

２
５
．
６
％

・
理
解
で
き
る
が
反
対

２
５
．
６
％

・
理
解
で
き
な
い
し
反
対

１
１
．
６
％

・
そ
の
他

２
．
４
％

○
協
議
会
で
の
意
見

わ
か
ら
な
い
が
多
い
の
は
問
題

だ
。
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

八
開
地
区
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

統
合
反
対
３
７
％
、
わ
か
ら
な
い
２
５
％

ま
の
和
久
議
員
は
、
小
中
学
校

適
正
規
模
等
及
び
老
朽
化
対
策
地

区
討
協
議
会
に
つ
い
て
市
の
対
応

を
質
し
ま
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

子
ど
も
が
減
れ
ば
統
廃
合
で
な
く

少
人
数
で
も
学
校
を
守
り
教
育
す

る
道
を

ま
の
和
久
議
員
は
、
子
ど
も
が

減
れ
ば
統
廃
合
す
る
と
い
う
考
え

の
究
極
が
市
内
中
学
２
校
だ
と
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、

小
規
模
や
少
人
数
で
も
学
校
を
守
っ

て
し
っ
か
り
と
教
育
で
き
る
方
向

が
必
要
だ
と
教
育
委
員
会
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
「
小
規
模
中
学

校
は
教
科
担
任
の
確
保
が
困
難
と

な
る
。
ま
た
、
特
に
小
規
模
中
学

校
で
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
課
題

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
小
規
模
校
を
問
題
視
し
、
統
廃

合
を
進
め
る
答
弁
で
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

統
廃
合
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ら
れ
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。
説
明
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を
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は
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に
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明

会
を
行
う
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論
の

押
し
つ
け
だ
。
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案
の
段
階
で
し
っ

か
り
と
市
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に
知
ら
せ
て
考
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
説
明
会
の

実
施
を
求
め
し
た
。

教
育
部
長
は
「
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

や
広
報
で
知
ら
せ
て
い
る
」
と
や

る
気
が
あ
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ま
せ
ん
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。
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立
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の
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省
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模
校
存
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等
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関
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引
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に
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模
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を
存
続
す

る
場
合
の
教
育
の
充
実
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
校
を
守

り
な
が
ら
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
改
善

令
和
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年
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か
ら

ま
の
議
員
は
、
行
き
先
を
限
定

し
な
い
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制

度
の
見
直
し
の
実
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時
期
を
質
問
。

保
険
福
祉
部
長
は
、
「
令
和
６

年
４
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か
ら
改
正
の
方
向
で
進
め

て
い
る
」
と
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期
を
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ら
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に
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ま
の
和
久
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福
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タ
ク
シ
ー

妊
産
婦
も
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用
可
能
に
せ
よ

津
島
市
の
よ
う
に
妊
産
婦
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
必
要
だ
と
は
思
う

が
、
全
体
的
な
検
討
の
中
で
進
め

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

巡
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バ
ス

佐
織
支
所
ー
海
南
病
院
ル
ー
ト
を

総
務
部
長
は
、
佐
織
支
所
ー
津

島
市
民
病
院
ー
愛
西
市
役
所
ー
海

南
病
院
ル
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な
ど
の
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は
、

巡
回
バ
ス
運
行
委
員
会
で
検
討
さ

れ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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予
算

基
金
７
億
４
９
８
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万
円
を
積
立
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正
予
算
総
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１
０
億
４
４
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万
８
千
円
の
内
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財
政
調
整
基
金
に
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、
公
共
事
業
整
備
基
金
２
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３
３
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万
円
積
み
立
て
。

□
公
共
施
設
の
光
熱
費
９
７
４
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万
円
を
増
額
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□
名
古
屋
西
流
通
セ
ン
タ
ー
民
営

化
の
た
め
株
式
を
１
億
６
６
５
５

万
円
で
売
却
。

□
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
を
２
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２
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万
円
増
額
し
１
億
円
を
予
定
。

□
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
無
料
に
。
１
８
２
０
万
円
。

□
佐
屋
中
学
校
体
育
館
を
車
い
す

使
用
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
５

０
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万
円
で
改
修
し
ま
す
。
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す
べ
て
の
公
設
児
童
館
で
実
施

４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
公
設

児
童
館
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
時
間
を
希
望
す
る
児

童
に
対
し
て
、
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団
は
、

毎
年
予
算
要
望
で
、
利
用
時
間

延
長
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

利
用
料
は
月
額
２
０
０
０
円

利
用
料
は
、

月
額
２
千
円
で

す
。
夏
季
休
業

等
で
は
料
金
が

異
な
り
ま
す
。

月
に
１
回
の
利
用
で
も
、
２

千
円
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
時
間

来
年
度
か
ら
午
後
７
時
ま
で
延
長

中
学
校
を
２
校
に
す
る
計
画
は
撤
回
を

愛
西
市
立
小
中
学
校
適
正
規

模
等
並
び
に
老
朽
化
対
策
地
区

検
討
協
議
会
【
立
田
地
区
】
第

４
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
立

田
地
区
の
小
学
校
の
保
護
者
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

回
答
世
帯
数

【
立
田
北
部
小
学
校
】

71
世
帯
（
回
答
率
69
％
）

【
立
田
南
部
小
学
校
】

45
世
帯
（
回
答
率
43
％
）

【
立
田
中
と
佐
屋
中
が
統
合
し
、

佐
屋
中
に
通
う
こ
と
に
つ
い
て
】

〈
立
田
北
部
小
学
校
〉

賛
成
６
％
、
や
や
賛
成
13
％

反
対
45
％
、
や
や
反
対
24
％

〈
立
田
南
部
小
学
校
〉

賛
成
９
％
、
や
や
賛
成
13
％

反
対
36
％
、
や
や
反
対
22
％

○
「
通
学
距
離
が
遠
く
な
り
安

全
上
問
題
だ
」
が
、
立
北
小
で

９
割
、
立
南
小
で
約
６
割
で
す
。

佐
屋
中
と
の
統
合
に
反
対
・
や
や
反
対

立
北
小
は
約
７
割

、
立
南
小
は
約
６
割

まの和久議員

１
月
31
日
の
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
並
び
に
老
朽
化
対

策
八
開
地
区
検
討
協
議
会
で
は
、

未
就
学
児
や
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
八
開
中
を
佐
織
西
中
に
統
合

す
る
こ
と
に
つ
い
て
】

・
理
解
で
き
る
し
賛
成

２
１
．
７
％

・
理
解
で
き
な
い
が
賛
成

１
３
．
０
％

・
わ
か
ら
な
い

２
５
．
６
％

・
理
解
で
き
る
が
反
対

２
５
．
６
％

・
理
解
で
き
な
い
し
反
対

１
１
．
６
％

・
そ
の
他

２
．
４
％

○
協
議
会
で
の
意
見

わ
か
ら
な
い
が
多
い
の
は
問
題

だ
。
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

八
開
地
区
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

統
合
反
対
３
７
％
、
わ
か
ら
な
い
２
５
％


